
足軽・辻番所サロン「芹橋生活」 

 彦根景観フォーラムと彦根辻番所の会は、彦根市

芹橋で「足軽・辻番所サロン『芹橋生活』」を開催

しています。２００８年１２月から始まり２０１３

年３月で３８回目を迎えたサロンは、城下町の歴史

遺産を、まちの未来を紡ぐための貴重な資源と考え、

まちなかに眠るさまざまな足軽遺産を発掘して活

用する「歴史まちづくり」を進める目的で、地域の

人々と一緒に学習し実践してきました。 

今回は、第３７回「足軽屋敷を見てみよう！」で

公開された２つの足軽組屋敷の修理の事例と、第３

８回「新出・中薮組足軽辻番所資料の紹介」で明ら

かにされた足軽家の相続や組のもめごとなどを紹

介し、足軽遺産をどう活用するか、地域をどう育て

ていくか、「足

軽・辻番所サロ

ン」で取り組ん

できた「歴史ま

ちづくり」の成

果を考えてみま

す。 

 

現地でみる足軽組屋敷の保存修理 

  第３７回は、２月２４日（日）、四番町ダイニン

グ・多目的ホールで、足軽組屋敷の保存修理の説明

と現地見学会が行われました。約８０名の参加者は

３班に分かれて、吉居家～辻番所・旧磯島家～太田

家（資料展示）～瀧谷家（初公開・中薮組屋敷・栄

町・H２４年市文化財指定）を訪れ、雪の降る中、

熱心に説明に聞き入っていました。 

 

暮らしに活かす吉居家住宅 

 足軽組屋敷「吉居家住宅」の修理については、建

築家で彦根景観フォーラム

理事の笠原啓史さんが説明

されました。 

長年空き家であった吉居

家は、①瓦が劣化して雨漏れ

が各所でおこっている、②雨

漏りが原因で、内部に蟻被害

がある、③床には、足固めが

なく構造的に弱

い、④柱が庭側

で大きく傾き、

南に最大６３㎜、

東に３0 ㎜傾い

ている、⑤道路

側小屋裏の丸太

梁が切断されて

いる、などの課

題がありました。 

そこで、笠原さんは、市指定文化財としての価値

を損なわないよう配慮しつつ、安全性を高め、この

家で暮らすことを目的とした改修を行いました。具

体的には、屋根の葺き替え、構造的補強として足固

めや耐力壁の新設、蟻害、腐朽箇所の修理を行い、

妻入りの玄関を当初の平入りに戻し、門・塀も当初

に復元しました。 

さらに、増築

してキッチンや

トイレ、風呂な

どの水回りを新

設し、現代の生

活に合わせたコ

ンパクトでシン

プルな魅力をも

つ空間を実現し

ています。住む

ことで建物を維

持する例といえ

ます。 

 

文化財として保存する辻番所・足軽屋敷 

辻番所・足軽組屋敷（旧磯島家住宅）の保存修理

については、彦根市教育委員

会文化財課技師で彦根景観

フォーラム会員の深谷 覚さ

んが解説されました。 

この屋敷は、彦根景観フォ

ーラムなどが古民家再生ト

ラストを結成し募金運動を

行った後、寄付金を彦根市に
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寄付して市が買い取り、平成２１年２月に市文化財

に指定されたもので、現在も修理が続けられていま

す。 

修理は、建築当初の姿に戻すことを基本にされて

います。辻番所部分は半解体され、足軽屋敷とは接

続していなかったことが判明したため道路側から

の出入口が復元されました。住宅部分は全解体され、

後世の増築であるキッチン、トイレ、風呂は撤去さ

れました。屋根の葺き替えには当初にはない杉板、

杉皮張りの補強が

加えられ、柱にも

必要な耐震補強が

行われました。 

さらに、外壁、

内壁の白漆喰の下

から煤が検出され

たことから、外壁

は中塗で仕上げら

れ、内部のトオリ

ニワは荒壁で仕上

げられていたと判

明し復元されまし

た。 

平成２５年度には、室内の壁の中塗仕上げ、建具

の設置、西側庭の整備と南側道路との間の高塀の復

元などが行われ、いよいよ完成となる見込みです。 

 この建物は、暮らすことを前提としていません。

文化財としてどう活用するかが問題となります。 

しかし、建物だけでは、当時の人々の暮らしや人生

が見えてきません。それを見せてくれたのが、初公

開された瀧谷家住宅でした。 

 

初公開・瀧谷家

住宅 

瀧谷家は、善

利組の隣にあっ

た中藪組の足軽

屋敷で、安政２

年（１８５５）

の「家相図」な

どの古文書や歴

史的工芸品が豊

富に伝来してい

ます。当日は、

古文書とともに、

火縄銃や的、鉄

砲を５００発

撃って命中、

外れを記した

記録、さらに

新式銃の弾丸

と火薬をセッ

トして紙で包

んだ早盒（はやごう）などが展示されました。 

 

足軽家は相続されたのか？ 

中藪組・瀧谷家で新しく発

見された資料については、３

月１７日（日）に足軽組屋敷

「太田邸」で開かれた第３８

回サロンで、彦根城博物館 

学芸史料課長の渡辺恒一さんが解説されました。 

瀧谷家は、江戸時代を通じて同じ鉄砲足軽三十人

組に属していました。瀧谷家略年表によると、瀧谷

丞右衛門に「素明き」が下し置かれ、養子で初代の

瀧谷伴六が享保１５年(１７３０年）に召抱えられ

ます。「素明き」とは、足軽の欠員のことと思われ

ます。ところが、江戸期の７世代のうち、初代から

５代までが養子であり、他の足軽組の家の男子や他

国の百姓の倅、浪人が瀧谷家を継承しています。相

続というより、足軽の地位が株のように譲渡された

可能性が高いと言わざるをえません。 

 

辻番所で好き寄りの宴会？ 

「辻番所に好き寄りして酒肴で騒ぎ、無駄づかい

をする」。同じ鉄砲足軽３０人組に属する８名の足

軽が連名した天保１１年(１８４０年)の口上書も

瀧谷家から見つかりました。古参の出人（藩の役所

や江戸詰に出向した足軽）が、わがまま放題で、当

番を新参の者に押し付け、組内の年寄りの指図も手

代からの申しつけも聞き入れない。組頭から言い含

めてほしい。あわせて、一統に「御直書」を示し引

き締めてほしいという内容です。 

口上書からは、辻番所の経費が組の共同負担であ

ること、組内には借金をしている者が多く、破綻し

た者の借金も

連帯責任を負

い、貸主に減

免交渉をして

いることなど

がわかります。

（次頁に続く） 


